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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 1,422 △40.8 108 △54.5 100 △58.7 14 △90.5

2021年12月期第１四半期 2,402 140.9 239 － 242 － 150 －

（注）包括利益 2022年12月期第１四半期 14百万円（△90.5％） 2021年12月期第１四半期 150百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 3.40 －

2021年12月期第１四半期 35.60 35.11

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 5,070 2,297 45.3

2021年12月期 4,920 2,295 46.7

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 2,297百万円 2021年12月期 2,295百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年12月期 －

2022年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 9,000 21.8 320 △23.7 300 △28.8 180 △17.3 42.57

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（注）１．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。

２．前第１四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第１四半期連結累計期間の関連する数
値について、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Ｑ 4,248,600株 2021年12月期 4,248,600株

②  期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 41,486株 2021年12月期 20,486株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 4,219,247株 2021年12月期１Ｑ 4,217,314株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等に関しては、添付資料の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外における新型コロナウイルス感染症の影響により依然

として厳しい状況にあるものの、ワクチン接種の促進、治療薬の確保等の各種政策の効果や海外経済の改善もあっ

て持ち直しの動きが続く事が期待されております。しかしながら、ウクライナ情勢等により、原材料価格の上昇や

金融資本市場の変動、供給面での制約等、先行き不透明な状況が続いております。

　不動産業界におきましては、金融緩和政策の継続を背景として、不動産投資家の投資姿勢は引き続き旺盛であ

り、その市場動向は堅調に推移していくことが期待されるものの、マンション用地価格の上昇、ウッドショックに

よる資材不足や原材料価格高騰等の影響を今後も注視していく必要があります。

　このような環境のもと、当社グループは、アセットマネジメント事業におけるフロー収益と、プロパティマネジ

メント事業におけるストック収益に加え、株式会社グッドライフエネルギーにおけるエネルギー事業との連携によ

り、各事業間のシナジー効果創出に努めるとともに、営業力、技術力及びサービス品質の向上に努め、収益力の向

上及び企業価値の最大化を図って参りました。

　当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度から開発を行っていた８物件が竣工したことにより、当

第１四半期連結会計期間末において当社が企画・開発に携わった物件の竣工棟数は累計121棟、管理戸数は4,030戸

となりました。

　当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高1,422百万円（前年同期比40.8％減）、営業利益108百万

円（同54.5％減）、経常利益100百万円（同58.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益14百万円（同90.5％

減）と、前年同期比で減収減益となりました。この要因は、前第１四半期連結累計期間で販売した賃貸マンション

用地が６件に対して、当第１四半期連結累計期間の販売件数は１件と、前年同期と比較し５件減少したためです。

これは、前々期末時点で在庫に計上していた賃貸マンション用地を前第１四半期連結累計期間に集中して販売した

結果、前年同期の売上高と利益の水準が通常よりも高かったことによるものです。

　なお、当第１四半期連結累計期間の売上高と利益は前年同期を下回っておりますが、当連結会計年度の計画どお

りに進捗しております。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　当社グループは、前第２四半期連結会計期間より、報告セグメントを「不動産投資マネジメント事業」から、

「不動産投資マネジメント事業」、「エネルギー事業」の２つの報告セグメントと、「その他」の３区分のセグメ

ントに変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成することは実務上困難

なため、前年同期比情報については開示を行っておりません。

（不動産投資マネジメント事業）

　当事業は、資産形成・運用をお考えのオーナー様に対し、賃貸マンション用地の仕入、企画・設計、施工及び売

却をサポートするアセットマネジメント事業と、賃貸仲介及び賃貸管理サービスを提供するプロパティマネジメン

ト事業によって構成されております。

　アセットマネジメント事業につきましては、当第１四半期連結累計期間において８物件が竣工するとともに、引

き続き積極的な用地取得と、LINEを活用した物件提案及びＤＭ発送並びに地主様への積極的な営業活動、金融機関

との連携を強化し、顧客層の拡大に注力したことにより、当社開発に係る新規設計契約２件（うち用地販売を伴う

もの１件）及び連結子会社である株式会社グッドライフ建設において建築に係る工事請負契約２件を受注し、当第

１四半期連結会計期間末における進行中の工事は12件となりました。

　プロパティマネジメント事業につきましては、新築一棟マンション８物件の引渡に伴う管理受託件数の増加のほ

か、業務オペレーションの見直しを行い、ＲＰＡ及びコールセンターの導入により業務の効率化を図るとともに、

管理物件の入居率の維持・向上を目指し、入居者アプリの導入や、新電力への切り替えに伴う電気代の削減提案及

び屋上の有効活用を目的としたアンテナ設置やエレベーター保守費用の削減提案など、入居者様及びオーナー様の

満足度向上につながる提案を積極的に行って参りました。

　この結果、不動産投資マネジメント事業の売上高は1,386百万円、セグメント利益は137百万円となりました。
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（エネルギー事業）

　当事業は、連結子会社である株式会社グッドライフエネルギーにおいて、当社グループが開発及び管理する物件

を対象にプロパンガスの供給を行っております。

　積極的なプロパンガス供給会社の切替え提案及びガス供給設備の取得を行ったことにより、当第１四半期連結会

計期間末におけるプロパンガス供給棟数は76棟となっております。

　この結果、エネルギー事業の売上高は36百万円、セグメント損失は０百万円となりました。

（その他）

　その他事業の売上高は０百万円、セグメント損失は４百万円となりました。

　なお、連結子会社である株式会社プロキャリアエージェントにおける人材サービス事業について経営状況、財政

状態及び今後の見通しを勘案した結果、2022年４月30日をもって同事業より撤退いたしました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ166百万円増加し、4,389百万円とな

りました。主な要因は、現金及び預金が325百万円及び仕掛販売用不動産が148百万円増加した一方、完成工事未収

入金が312百万円減少したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ16百万円減少し、681百万円となりました。主な要因は、無形固定資産が

60百万円減少した一方、有形固定資産が46百万円増加したことによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ150百万円増加し、5,070百万円となりました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ461百万円増加し、2,228百万円とな

りました。主な要因は、１年内返済予定の長期借入金が430百万円、預り金が87百万円、短期借入金が85百万円及

び工事未払金が34百万円増加した一方、未払法人税等が92百万円及び未成工事受入金が82百万円減少したことによ

ります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ313百万円減少し、544百万円となりました。主な要因は、長期借入金が

305百万円及び繰延税金負債が13百万円減少したことによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ148百万円増加し、2,773百万円となりました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加し、2,297百万円となり

ました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が14百万円増加した一方、自己

株式の取得により12百万円減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における業績及び今後の見通しを勘案した結果、現時点において2022年２月14日に公

表しました業績予想からの変更はありません。

　上記の予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいております。実際の業績は、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況や経済情勢など様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,313 2,639

売掛金 118 107

完成工事未収入金 312 －

完成工事未収入金及び契約資産 － 27

販売用不動産 288 216

仕掛販売用不動産 1,096 1,245

未成工事支出金 7 3

その他 86 149

流動資産合計 4,222 4,389

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 423 527

工具、器具及び備品（純額） 10 9

リース資産（純額） 43 50

建設仮勘定 63 2

有形固定資産合計 541 588

無形固定資産

顧客関連資産 45 －

その他 34 18

無形固定資産合計 79 18

投資その他の資産

繰延税金資産 32 28

その他 44 46

投資その他の資産合計 76 74

固定資産合計 697 681

資産合計 4,920 5,070

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 13 18

工事未払金 366 400

短期借入金 380 465

１年内返済予定の長期借入金 57 488

リース債務 10 11

未成工事受入金 461 379

未払法人税等 122 29

賞与引当金 22 35

完成工事補償引当金 15 14

預り金 167 255

その他 148 130

流動負債合計 1,766 2,228

固定負債

長期借入金 805 500

リース債務 37 43

繰延税金負債 13 －

その他 0 0

固定負債合計 857 544

負債合計 2,624 2,773

純資産の部

株主資本

資本金 53 53

資本剰余金 520 520

利益剰余金 1,738 1,752

自己株式 △17 △29

株主資本合計 2,295 2,297

純資産合計 2,295 2,297

負債純資産合計 4,920 5,070
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 2,402 1,422

売上原価 2,004 1,152

売上総利益 397 270

販売費及び一般管理費 158 161

営業利益 239 108

営業外収益

受取利息 0 0

有価証券運用益 2 －

固定資産売却益 － 2

その他 5 0

営業外収益合計 8 2

営業外費用

支払利息 1 2

固定資産売却損 2 －

支払手数料 － 8

その他 0 0

営業外費用合計 4 11

経常利益 242 100

特別利益

補助金収入 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失

固定資産除却損 － 6

固定資産圧縮損 5 －

事業撤退損 － 59

特別損失合計 5 65

税金等調整前四半期純利益 242 34

法人税、住民税及び事業税 98 29

法人税等調整額 △5 △9

法人税等合計 92 19

四半期純利益 150 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 150 14

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 150 14

四半期包括利益 150 14

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 150 14

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、不動産投資マネジメント事業における工事請負契約に関する完成工事高の計上について、従来は進

捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準

を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益

に認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、四半期連結財務諸表及び利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「完成工事未収入金」は、当第１四半期連結会計期間より「完成工事未収入金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客

との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

　当社グループは、不動産投資マネジメント事業以外の重要なセグメントがないため、記載を省略しておりま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

不動産投資

マネジメン

ト事業

エネルギー

事業
計

売上高

完成工事高 1,041 － 1,041 － 1,041 － 1,041

土地売上高 102 － 102 － 102 － 102

プロパティマネジ

メント事業収入
171 － 171 － 171 － 171

エネルギー事業収入 － 36 36 － 36 － 36

その他 70 － 70 0 70 － 70

顧客との契約から生

じる収益
1,385 36 1,421 0 1,422 － 1,422

その他の収益 0 － 0 － 0 － 0

外部顧客への売上高 1,386 36 1,422 0 1,422 － 1,422

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,386 36 1,422 0 1,422 － 1,422

セグメント利益

又は損失（△）
137 △0 136 △4 132 △23 108

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービス事業を含ん

でおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△23百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△25百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　従来、当社グループの報告セグメントは「不動産投資マネジメント事業」のみであり、その他の事業セグ

メントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しておりましたが、前第２四半期連結会計期間

より、当社グループにおけるエネルギー事業の重要性が増したため、報告セグメントに「エネルギー事業」

を追加し、報告セグメントに含まれない事業セグメントを「その他」としてセグメント情報を開示しており

ます。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報を当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分

方法により作成した情報については、必要な財務情報を遡って作成することが実務上困難であるため、開示

を行っておりません。

　また、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は不動産投資マネジメント事業以外の重要なセグメン

トがないことから、前第１四半期連結累計期間の区分方法により作成した当第１四半期連結累計期間のセグ

メント情報の記載は省略しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」の人材サービス事業において、顧客関連資産について減損損失を計上しております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において43百万円であります。
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